
科目ナンバー   RMGT3503 

科目名   自然災害論  

担当教員   秦　康範  

対象学年   2年,3年,4年   開講学期   前期  

曜日・時限   水３  

講義室   1502   単位区分   選,選必  

授業形態   講義   単位数   2 

科目大分類 専門  

科目中分類 専門展開  

科目小分類 専門・危機管理  

科目の位置付け（開発能力）

■ＤＰコード-学修のゴールを示すディプロマポリシーとの関連
  ＤＰ１－Ｅ 〔学識・専門技能〕 専門分野にかかる理論知と実践知を獲得し利用することがで
きる。
  ＤＰ４－Ｉ 〔理解力・分析力〕 文章表現・数値データを適切に扱いつつ、情報の収集と取捨
選択、分析と加工を有効かつ円滑に行い、問題の解決につなげることができる。
■ＣＲコード-学修を通じて開発するマインドセット・ナレッジ・スキルを示すコモンルーブリ
ック（ＣＲ）との関連
C1 倫理的思考・社会認識（10％）
E1 学識と専門技能（50％）
F1 探求と論拠（10％）
G1 状況把握（10％）
I3 情報分析（20％）
 

教員の実務経験

国や地方公共団体の研究機関である人と防災未来センター（2002年～2005年）や防災科学技
術研究所（2005年～2007年）の研究員として防災行政に係る研修や研究に従事した経験か
ら、2003年以降、国、地方公共団体の防災行政に係る審議会・委員会等を歴任して来ました。
これらの業務を通じて得られた実務上の知見や経験を活かし、本講義を展開していきます（第
1回～第15回）。  

成績ターゲット区分 ■成績ターゲット  能力開発の目標ステージと対応
3 発展期 ～ 4 定着期  

科目概要・キーワード

  日本は自然災害大国といわれます。日本および世界で発生する地震、津波、台風、洪水、火
山噴火、土石流などの大規模な自然災害のメカニズムについて学び、その特徴と対策の可能性
を考察します。これまで発生した自然災害の具体的事例をもとに、その災害がどのようなプロ
セスで発生し、その災害がどのような物的被害、人的被害をもたらしたか、そして政府や自治
体がどのような対策をたてて災害対策を行ったか、総合的な過程を学びます。
  授業形態は講義形式により行います。なお、対応するコンピテンスに基づき効果的な授業方
法として、又は各授業を補完・代替するためオンライン授業を一部取り入れる場合がありま
す。
■キーワード：自然災害、災害発生メカニズム、災害対策  

授業の趣旨 ■副題
  自然災害発生のメカニズムを理解し、過去に起きた災害事例と講じられた対策を知り、災害
対策を論じられるようになりましょう。
■授業の目的
  これまでの自然災害の発生状況、災害発生のメカニズム、そしてこれまで講じられた対策を
学び、災害対処策を論じる能力を身につけることを目的とします。

タイトル「2024年度危機管理学部(公開用)」、フォルダ「実務経験のある教員による科目」
シラバスの詳細は以下となります。



■授業のポイント
  自然災害対策は、危機管理学の主要研究領域である災害マネジメント領域の中心である。自
然災害を避けることは難しいが、その発生機構を解明して前兆などから事前に予知することが
できれば、受ける災害を最小限にとどめることができる。また、事前に講ずる防護施設の整備
や避難・警戒態勢の整備などの備えを講じることによって被害を防止または軽減することがで
きる。
  ここでは、自然災害対策を検討するために、国内外における自然災害発生状況、災害発生の
メカニズム及びわが国の災害対策の現状と課題について総合的に考察することになります。  

総合到達目標

■自然災害発生のメカニズムやわが国の災害対策の現状や課題などの自然災害に関する基礎的
な知識を学識として習得し、自然災害に関する社会問題を認識することができ、自然災害への
対処のあり方について、自分なりの視点から情報分析し論ずることができるようになる。
・自然災害の発生や被害の状況を学び、得られた教訓を説明することができる。（第1～2回、
第15回）
・地震・津波・火山の発生や被害の状況を学び、それらの発生メカニズムや対処策について説
明することができる。（第1回、第3～5回、第8回、第15回）
・水害・土砂災害・渇水の発生や被害の状況を学び、それらの発生メカニズムや対処策につい
て説明することができる。（第1回、第6～7回、第9～12回、第15回）
・国・地方公共団体や企業の防災の取組みを理解し、防災対策の課題を分析することができ
る。（第1回、第13～15回）  

成績評価方法

■授業参加度 （50％）：適用ルーブリック C1、F1、G1、I3
（評価の観点）災害の危機管理に必要な基礎知識を習得して、課題を理解し、分析力を身につ
けるための授業への参加度を評価します。
（フィードバックの方法）授業の中でフィードバックします。
■レポート1回（50％）：適用ルーブリック E1
（評価の観点）災害の危機管理に関する基礎的な知識を習得し、自然災害への対処のあり方に
ついて学識と分析力を評価します。
（フィードバックの方法）後日評価の観点を示します。  

履修条件 特にありません。  

履修上の注意点 特にありません。  

授業内容 回 内容

1

①授業テーマ　ガイダンスと自然災害の序論
②授業概要　授業の全体構成、授業の目的と進め方、到達目標と成績の評価方法のほ
か、自然災害の発生状況やわが国の自然的及び社会的条件による自然災害の特徴を実務
経験を踏まえて説明し、受講生が授業の準備を具体的に行えるようにする。また、レポ
ートの実施予定を説明する。（C1、E1、F1、G1、I3）
③予習（120分）　シラバスの内容を踏まえ、教科書を読んで、授業の全体の流れを理
解しておく。
④復習（120分）　講義ノートを確認して、自分の学習計画と他の履修科目との関係に
ついて検討する。

2

①授業テーマ　近年の自然災害に学ぶ
②授業概要　実務経験に基づく講義により近年の地震・津波、火山噴火、風水害・土砂
災害等の自然災害について、その発生要因、被害状況、復旧・復興の取り組み等を踏ま
えて得られた教訓について理解し、受講生がそれについて説明できるようにする。
（C1、E1、F1、G1、I3）
　担当教員の実務経験を踏まえて指導します。
③予習（120分）　近年の自然災害の概要について、教科書や既往文献により予備知識
を得ておく。
④復習（120分）　講義ノートを確認して、近年の自然災害について、その発生要因、
被害状況、復旧・復興の取り組み等を踏まえて得られた教訓について、自分なりの説明
をまとめる。



3

①授業テーマ　地震のしくみと災害
②授業概要　地震は地下のプレートや地殻の破壊によって発生するものであり、発生原
因によって被害の発生状況などが異なる。国内外の過去の地震の発生状況と被害の状況
について知識を得るとともに、地震の発生メカニズムを理解し、地震により生じる被害
の程度、形態等について理解を深め、受講生がそれについて説明できるようにする。
（C1、E1、F1、G1、I3）
　担当教員の実務経験を踏まえて指導します。
③予習（120分）　地震の発生メカニズムと地震により生じる被害について、既往文献
により予備知識を得ておく。
④復習（120分）　講義ノートを確認して、地震の発生メカニズムを理解し、地震によ
り生じる被害の程度、形態等について、自分なりの説明をまとめる。

4

①授業テーマ　津波のしくみと災害
②授業概要　プレート間型地震で海底を震源とする場合に広い面積の海底が隆起したり
陥没するという地殻変動が生じるので、その上を覆っている海水も上下に変動して津波
が発生する。国内外の過去の津波の発生状況と被害の状況について知識を得るととも
に、津波災害のメカニズムと被害発生状況と被害軽減対策について学び、受講生がそれ
について説明できるようにする。第1回から第5回までの授業で学んだことについてリア
クションペーパーに記述してもらいます。（C1、E1、F1、G1、I3）
　担当教員の実務経験を踏まえて指導します。
③予習（120分）　過去の津波の発生状況と被害の状況について、教科書や既往文献に
より予備知識を得ておく。
④復習（120分）　講義ノートを確認して、津波災害のメカニズムと被害発生状況と被
害軽減対策について、自分なりの説明をまとめる。

5

①授業テーマ　東日本大震災の被害と復興について
②授業概要　平成23年3月11日仙台市の東方沖70kmの太平洋の海底を震源とする地震
の規模モーメントマグニチュード (Mw) 9.0の東北地方太平洋沖地震が発生した。この
地震による震災の名称を「東日本大震災」としている。実務経験に基づく講義により東
日本大震災の概要を理解し、特に被害状況、復旧・復興の取り組み等を踏まえて得られ
た教訓について理解し、受講生がそれについて説明できるようにする。（C1、E1、
F1、G1、I3）
　担当教員の実務経験を踏まえて指導します。
③予習（120分）　東日本大震災東日本大震災の被害状況、復旧・復興の取り組み等に
ついて、教科書や既往文献等により予備知識を得ておく。
④復習（120分）　講義ノートを確認して、東日本大震災の被害状況、復旧・復興の取
り組み等を踏まえて得られた教訓について、自分なりの説明をまとめる。

6

①授業テーマ　気象と災害
②授業概要　梅雨や台風による風水害等の気象に起因して発生する災害について、過去
の発生状況と被害の状況について知識を得るとともに、気候変動と異常気象を含めて発
生メカニズムを学び、原因により生じる被害の程度、形態等について理解を深め、講ず
る対策について理解し、受講生が自分なりに説明できるようにする。（C1、E1、F1、
G1、I3）
　担当教員の実務経験を踏まえて指導します。
③予習（120分）　気候変動と異常気象を含めて風水害等の発生メカニズムと被害の程
度、形態等について、教科書や既往文献等により予備知識を得ておく。
④復習（120分）　講義ノートを確認して、風水害等の発生メカニズムと被害の程度、
形態等について、自分なりの説明をまとめる。

7

①授業テーマ　土砂災害について
②授業概要　土石流災害、斜面災害、落石災害等の土砂災害について、国内外の過去の
発生状況と被害の状況について知識を得るとともに、土石流災害、斜面災害、落石災害
等の土砂災害により生じる被害の程度、形態等について理解を深め、講ずる対策につい
て理解し、受講生が自分なりに説明できるようにする。（C1、E1、F1、G1、I3）
　担当教員の実務経験を踏まえて指導します。
③予習（120分）　土石流災害、斜面災害、落石災害等の土砂災害の発生状況と被害の
状況について、教科書や既往文献等により予備知識を得ておく。
④復習（120分）　講義ノートを確認して、土砂災害の発生メカニズムと被害の程度、
形態等について、自分なりの説明をまとめる。

8 ①授業テーマ　火山噴火のしくみと被害
②授業概要　国内外の火山噴火の過去の発生状況と被害の状況について知識を得るとと
もに、火山噴火の発生メカニズムを学び、火山噴火により生じる被害の程度、形態等に
ついて理解を深め、講ずる対策について理解し、受講生が自分なりに説明できるように
する。（C1、E1、F1、G1、I3）
　担当教員の実務経験を踏まえて指導します。



③予習（120分）　火山噴火の発生状況と被害の状況について、教科書や既往文献等に
より予備知識を得ておく。
④復習（120分）　講義ノートを確認して、火山噴火の発生メカニズムと被害の程度、
形態等について、自分なりの説明をまとめる。

9

①授業テーマ　風水害と対策
②授業概要　風水害について国内外の過去の発生状況と被害の状況について知識を得る
とともに、洪水や暴風の発生のメカニズムと被害発生状況について学び、土砂災害によ
り生じる被害の程度、形態等について理解を深め、被害軽減対策について理解し、受講
生が自分なりに説明できるようにする。第6回から第10回までの授業で学んだことにつ
いてリアクションペーパーに記述してもらいます。また、レポートの課題を示します。
（C1、E1、F1、G1、I3）
　担当教員の実務経験を踏まえて指導します。
③予習（120分）　風水害の発生状況と被害の状況について、教科書や既往文献等によ
り予備知識を得ておく。
④復習（120分）　講義ノートを確認して、風水害の発生メカニズムと被害の程度、形
態等について、自分なりの説明をまとめる。

10

①授業テーマ　水害訴訟
②授業概要　国家賠償法第２条は、公の営造物（例、道路、河川）の設置または管理に
瑕疵があり、これによって損害が他人に生じたときに国あるいは公共団体が損害賠償の
責任を負う、と定める。「公の管理作用に基づく損害」についての国または公共団体の
損害賠償責任を規定している。昭和40～50年代には、水害について河川の設置・管理の
瑕疵を問う水害訴訟が数多く提起された。実務経験に基づく講義によりこれまでの水害
に対する訴訟の判例等を学び、わが国の治水政策の基本的な考え方ついて理解を深め、
受講生が自分なりに説明できるようにする。（C1、E1、F1、G1、I3）
　担当教員の実務経験を踏まえて指導します。
③予習（120分）　水害訴訟について、教科書や既往文献等により予備知識を得てお
く。
④復習（120分）　講義ノートを確認して、水害訴訟の判例等を踏まえわが国の治水政
策の基本的な考え方について、自分なりの説明をまとめる。

11

①授業テーマ　高潮、波浪災害
②授業概要　高潮、波浪災害について過去の発生状況と被害の状況について知識を得る
とともに、高潮、波浪災害のメカニズムと被害発生状況について学び、生じる被害の程
度、形態等について理解を深め、軽減対策について理解し、受講生が自分なりに説明で
きるようにする。（C1、E1、F1、G1、I3）
　担当教員の実務経験を踏まえて指導します。
③予習（120分）　高潮、波浪災害について、教科書や既往文献等により予備知識を得
ておく。
④復習（120分）　講義ノートを確認して、高潮、波浪災害について、自分なりの説明
をまとめる。

12

①授業テーマ　水資源対策と渇水問題
②授業概要　わが国においては、これまで1964年の東京オリンピック渇水、1967年の
長崎渇水、1973年の高松渇水、1978 年の福岡渇水など大規模な渇水が発生した。 近
年においても、1994年の列島渇水の際には、水道水の断水や減圧給水により一度でも影
響を受けた人口は全国で約1,600万人に上るとともに、全国で 約1,400億円の農作物被
害が発生した。
渇水発生のメカニズムと渇水被害発生状況について学び、被害軽減対策について理解を
深め、受講生が自分なりに説明できるようにする。（C1、E1、F1、G1、I3）
　担当教員の実務経験を踏まえて指導します。
③予習（120分）　渇水について、教科書や既往文献等により予備知識を得ておく。
④復習（120分）　講義ノートを確認して、渇水について、自分なりの説明をまとめ
る。

13

①授業テーマ　防災計画・防災体制と企業防災
②授業概要　災害対策基本法は、中央防災会議においては防災基本計画を、各指定行政
機関および指定公共機関においては防災業務計画を、地方防災会議においては地域防災
計画をそれぞれ作成することとしている。国・地方公共団体の防災計画や防災体制のほ
か企業の防災対策やBCPの取り組みについて学び、防災対策の課題を理解し、受講生が
自分なりに説明できるようにする。（C1、E1、F1、G1、I3）
　担当教員の実務経験を踏まえて指導します。
③予習（120分）　防災対策やBCPの取り組みについて、教科書や既往文献等により予
備知識を得ておく。
④復習（120分）　講義ノートを確認して、防災対策やBCPの取り組みについて、自分
なりの説明をまとめる。



14

①授業テーマ　レジリエンスについて
②授業概要　レジリエンスとは、大災害などが発生した際に社会や事業の一部の機能が
停止しても、全体としての機能を速やかに回復できるしなやかな強靭さを意味する。災
害に強いまちづくりの実例、国土強靭化の流れを概観することにより、レジリエンスの
考え方を理解し、受講生がそれについて説明できるようにする。（C1、E1、F1、G1、
I3）
　担当教員の実務経験を踏まえて指導します。
③予習（120分）　災害に強いまちづくりの事例について、既往文献等から調べてお
く。
④復習（120分）　講義ノートを確認して、災害に強いまちづくりの実例、国土強靭化
の流れを概観し、レジリエンスについて自分なりの説明をまとめる。
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①授業テーマ　自然災害論のまとめ
②授業概要　実務経験を踏まえて14回の授業での学びを総括し、国内外の大規模な自然
災害の発生状況、発生メカニズムと被害および、その特徴と対策の可能性について理解
を深め、これまで発生した自然災害がどのようなプロセスで発生し、その災害がどのよ
うな物的被害、人的被害をもたらしたか、そして政府や自治体がどのような対策をたて
て災害対策を行ったか、総合的な過程を把握し、自然災害への対応策に関するまとめの
考察を行う。（C1、E1、F1、G1、I3）
　担当教員の実務経験を踏まえて指導します。
③予習（120分）　教科書と講義ノート全体を読み直し、各テーマについて自分の考え
をもとに論じられるように準備する。
④復習（120分）　全体を振り返り、自分の考えを再検証するとともに、今後の学習方
針について考える。

関連科目 災害と法RMGT3401、災害対策論RMGT3501、大規模事故論RMGT3504、地域防災論
RMGT3505、災害史RMGT3509  

教科書 ■木下誠也『自然災害の発生と法制度』（コロナ社･2018）、ISBN 978-4-339-05256-5    

参考書・参考ＵＲＬ
■木下誠也『地域防災とライフライン防護』（コロナ社･2018）、鈴木猛康編『改訂  防災工
学』（理工図書･2022）、河田惠昭『日本水没』（朝日新書･2016）、土屋信行『首都水没』
（文春新書･2014）    

連絡先・オフィスアワー
■連絡先：開講時に告知します。
■オフィスアワー：掲示板にてお知らせします。メールにて事前にアポイントメントをとって
ください。  

研究比率

■危機管理領域との対応
  災害マネジメント70％；パブリックセキュリティ10％；グローバルセキュリティ10％；情報
セキュリティ10％
■危機管理学と法学のバランス
   危機管理学90％、法学10％    
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